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1. 前報に引続き各糊付布の物性の変化を検討し た結

果， 剛軟度の面より処理 濃度に問題のあることを見出し

たので，糊液の粘 度より処 理濃度を設 定し， 各処理布の

汚染 性，洗 浄性， 剛軟度，耐 光性を検討し た。

2. 試布はFi ポリェ ステル,    F2アクリル系，F3 ナイ

ロン,    F4 アセテート。 糊はD]CMC,   Dz デキストリン，

DaPVA,   D4 キトサン。 剛軟度は45 °カンチレ バ法によ

り,粘度 はオストワル ト粘度 計を用い 相対 粘度を求 めた。

耐 光性はフェードテスターによt) 20, 40, 60, 100, 200,

400, 時間 照射し た。糊付 法, 汚 染法，洗 浄法は前報 と同

様で ある。

3. 剛軟度 はFi,F4 の アクり レ糊の0.05%,   0.1% と，

F2 の0.3% 処ll が原布 と同程度 で他の糊はい ずれも剛度

が大,ことにCMC で処理し たものはその傾向が著しい 。

糊液 の粘性はア クリル糊 が最低で，他は0.01%,    CMC

で は0.001% がアクリル の0.05,  0.1%に匹敵す る。耐 光

性は原布，精練布， 糊付布 間に差 はみられず,  Fi,F2 は

時 間の経過 と共 に白度 が低 下す るが,  Fa, F^ で は却 って

白度 が上昇し た。 0.01%,  0.03％, 0.04％糊付布 の防汚性

は原布 より著し く向上し，糊付の効果 が認 められた が，

洗浄性は必ずし も良好 とはいえ ない。但しDi,D2 処理布

は効果 がみ とめられる。 なおD4 の糊付法には改善を要

する点 があ るので更 に今後検討す る。


